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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　柱状のパンチ本体と、この本体の一方の端面に一体的に設けられた突起とを具備してお
り、突起は、パンチ本体の一方の端面に底面及び頂面をもって一体的に設けられた柱状部
と、この柱状部の頂面に一体的に設けられた錐状部とを具備しており、パンチ本体は、軸
心に平行に伸びた筒面と、柱状部の底面を囲繞していると共に軸心に直交して伸びた環状
面と、この環状面の環状外縁から筒面の環状縁まで伸びる湾曲面とを具備しており、　前
記突起により薄板金属に突き破り孔を明け、突き破り孔に挿入された突起の柱状部で薄板
金属の移動を規制した状態で更にパンチをダイスの筒状内面により規定された孔に、当該
ダイスの孔の一端から挿入することにより、パンチ本体の筒面とダイスの筒状内面との間
でダイスの孔の一端を規定するダイスの筒状内面の環状縁の周りで薄板金属を破断させて
薄板金属に貫通孔を形成するようになっており、パンチ本体の筒面とダイスの筒状内面と
の間の筒状隙間は、薄板金属の厚みをｔとすると、０．１５ｔ以上であって、２ｍｍ以下
である薄板金属の孔明け装置に用いる薄板金属の孔明け用のパンチ。
【請求項２】
　円柱状のパンチ本体と、このパンチ本体の一方の円形端面に一体的に設けられた突起と
を具備しており、突起は、パンチ本体の一方の円形端面に、当該円形端面と同心に配され
ている円形底面及び円形頂面をもって一体的に設けられた円柱状部と、この円柱状部の円
形頂面に一体的に設けられた円錐状部とを具備しており、パンチ本体は、軸心に平行に伸
びた円筒面と、円柱状部の円形底面を囲繞していると共に軸心に直交して伸びた円環状面
と、この円環状面の円環状外縁から円筒面の円環状縁まで伸びる湾曲面とを具備しており
、前記突起により薄板金属に突き破り孔を明け、突き破り孔に挿入された突起の円柱状部
で薄板金属の移動を規制した状態で更にパンチをダイスの円筒内面により規定された円孔
に、当該円孔の一端から挿入することにより、パンチ本体の円筒面とダイスの円筒内面と
の間でダイスの円孔の一端を規定するダイスの円筒状内面の円環状縁の周りで薄板金属を
破断させて薄板金属に貫通孔を形成するようになっており、パンチ本体の円筒面とダイス
の円筒状内面との円筒状隙間は、薄板金属の厚みをｔとすると、０．１５ｔ以上であって
、２ｍｍ以下である薄板金属の孔明け用のパンチ。
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【請求項３】
　パンチ本体の半径をｒ１、湾曲面の曲率半径をｒ２、円柱状部の半径をｒ３及び円柱状
部の高さをｈとした場合、ｒ３＜ｒ１－ｒ２であって、ｈ＞ｔ＋ｒ３である請求項２に記
載のパンチ。
【請求項４】
　パンチ本体の直径は、１ｍｍから２５ｍｍ、１ｍｍから１０ｍｍ又は１ｍｍから５ｍｍ
の範囲である請求項２又は３に記載のパンチ。
【請求項５】
　請求項２から４のいずれか一項に記載の薄板金属の孔明け用のパンチと、このパンチが
挿入される円孔を有したダイスとを具備している薄板金属の孔明け装置。
【請求項６】
　請求項５に記載の薄板金属の孔明け装置により薄板金属に貫通孔を形成する方法であっ
て、突起により薄板金属に突き破り孔を明け、突き破り孔に挿入された突起の円柱状部で
薄板金属の移動を規制した状態で更にパンチをダイスの円孔に、当該円孔の一端から挿入
することにより、パンチ本体の円筒面とダイスの円筒内面との間でダイスの円孔の一端を
規定するダイスの円筒状内面の円環状縁の周りで薄板金属を破断させて薄板金属に貫通孔
を形成する方法であって、パンチ本体の円筒面とダイスの円筒状内面との円筒状隙間は、
薄板金属の厚みをｔとすると、０．１５ｔ以上であって、２ｍｍ以下である方法。
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